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1　は　じ　め　に

秋田県の平成8年度のキャベツ栽培面積は約600haで．

出荷量は約10，600tである。近年，水田転作面積の拡大に

伴い，水田転作作物としてキャベツの栽培面積が増加して

おり，省力的なキャベツ機械化栽培体系の確立が求められ

ている。

そこで，施肥と移植の同時作業化を目的に，施肥同時移

植機を試作したので報告する。

2　試　験　方　法

（1）開発目標

施肥同時移植機の開発目榛は以下のとおりである。

1）移植時に施肥窒素の全量を施すことで追肥作業を

省略し，省力化を図る。

2）施肥窒素の利用率を高めることにより∴環境に対

する施肥窒素の負荷を低減する。そのため，図1に示すよ

うに施肥位置はキャベツの苗直下の局所施肥とする。濃度

障害を防ぐため，肥料は援効性の被覆尿素を用いる。

図1　株元への局所施肥のイメージ

（2）試作ベース機の主な特徴

Mt社半自動野菜移植機（TP－3）を試作機のベース

にした。キャベツの移植機は全自動タイプのものも市販さ

れているが，秋田県では′ト面積の水田転換畑で栽培する場

合が多く，半自動タイプの移植機の方が実用的であると考

えた。

この移植機ではキャベツの他にハクサイ，レタス等の葉

菜類の移植が可能である。最近ではこのタイプの移植機を

応用したスイカやメロンの機械移植の研究も行われており，

多くの作目に汎用利用できる移植機といえる。

苗の植え付け方法は，ホッパー開閉による穴開け方法で

ある。8個の苗供給カップが反時計回りに間欠的に回転し，

作業者がこのカップに次々に苗を入れる。苗の入った苗供

給カップが苗受け筒の真上にきた時に，カップの底蓋が自

動的に開き，苗が植え付けホッパーに落下し移植される。

作業速度は，毎秒0．2～0．4mで，作業能率は10a当たり

1．5～3．0時間である。

3　試験結果及び考案

試作機（写真1）の主な改良部分は以下のとおりである。

写実1試作した施肥同時移植機

（1）施肥機の特徴

試作機は，ロール式施肥機を苗供給カップの上部に取り

付け，カップ内に肥料が落下する機構とした（写真2）。

作業者は肥料が入った苗供給カップにキャベツ苗を入れる。

苗受け筒の真上に甫供給カップがきた時に，カップの底蓋

が開き，肥料と苗が植え付けホッパーに入り∴施肥と移植

が同時に行われる。
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（2）肥料落下のタイミング

間欠的に回転する宙供給カップとロール式施肥機からの

肥料落下のタイミングを同調させなければ，肥料が甫供給

カップから外れてしまう。そのため，写真3のように苗供

給部に新たに躯動ラチェットを取り付け，駆動力をそこか

ら得るようにした。さらにチェーンで施肥機のロールを回

転させることで，苗供給カップと肥料落下のタイミングを

同調させた。

写真2　苗供給カップ上部に取り付けたロール式施肥機

写実3 肥料落下と苗供給カップ回転を
同調させるためのラチェット

ほ）移植時の肥料飛び出し防止のための改良

直径の小さなセルトレイ苗の移植精度を高めるため，カッ

プライナーを蔚供給カップ内にセットするが，改良前のカッ

プライナーと苗供給カップでは，蔚受け筒の真上で底蓋が

開く時，その勢いが強すぎて肥料の大部分が植付けホッパー

から飛び出してしまう欠点があった。その対策として，写

真4に示すようにカップライナーの底にゴム管をリング状

に，苗供給カップの底蓋にはゴム板を全面に張り付け，肥

料が植付けホッパーの外に飛び出すことを防止した。

（4）供試肥料及び施肥量

試作機では被覆尿素（LP70日タイプ）を供試した。本

試作機では1株当たり最大で3．2g（N成分で1．3g）の施

肥が可能であった。これは，畝幅60cm，株間30皿の栽植様

式では，10a当たり窒素成分で約7kgに相当する（表1）。

さらに，128穴のセルトレイでは，セル内にも最大窒素成

分約9kg／10a施用できるので，施肥同時移植機の株元局

所施肥と組み合わせると，合計で約16kg／10aの窒素施肥

が可能となる。しかし，秋田県の栽培指針では，キャベツ

の基肥窒素量10a当たり14～15kg，追肥窒素量8～10kg．

絵筆素量は22～25kgとされている。局所施肥により施肥窒

素の利用率が向上し，大幅な蜘巴が期待されるが，今後肥

料の種類と施肥量について詳しく検討する必要がある。
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写実4　改良した苗供給カップとカップライナー
（1）改良前の苗供給カップ（左）とカップライナー（右）

（2）肥料飛び出し防止のため接着したゴム板とゴム管
は）カップライナーをセットした酋供給カップ

肥料落下量（g／株）　　　　　10a当たり
平均　　　　CV％　　　　　N施肥量（k）‥
3．2　　　　　0．89　　　　　　　　　7．0

注．＊：供試肥料：被覆尿素（LP70日タイプ）
＊＊：畝幅60cm，株間30cm（5，555株／10a）

4　ま　　と　　め

追肥作業の省力化と施肥窒素の利用率向上が期待できる

キャベツの施肥同時移植機を試作した。

Mt杜の半自動野菜移植機を試作機のベースとし．ロー

ル式施肥機を移植機の宙供給カップの上部位置に取り付け，

肥料が苗供給カップ内に落下後．キャベツ苗を供給する機

構とすることで，キャベツ株元への局所施肥を可能とした。

また，移植苗供給部に新たに取り付けたラチェットから

駆動力を取り，チェーンにより施肥機のロールを回転させ

ることで，苗供給カップへの肥料落下のタイミングと苗供

給カップの回転運動とを同調させた。

さらに，カップライナー底にゴム管を，苗供給カップ底

蓋にゴム板をそれぞれ接着し，カップ底蓋が開いた時の反

動で肥料が植付けホッパーの外に飛び出ないよう工夫した。

被覆尿素（LP70日タイプ）を供試した場合，試作機の

最大肥料落下量は1株当たり3．2g（10a当たりN成分で

約7．0kg）であった。
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